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沿岸部で想定される主な自然災害
◼ 高潮・高波

台風 → 気圧低下（A)・強風（B）
※数日前から予報可能

◼ 津波
地震 → 地盤変動、海面変動

※事前の予知は難しい
（緊急地震速報はあるが精度が低い）

◼ 液状化
地震 → 震動 → 地盤の液状化

※事前の予知は難しい 【出典】気象庁HPより抜粋



金沢区の地形（自然地形）

旧水部

地滑り地形

氾濫平野

【出典】国土地理院地図
https://maps.gsi.go.jp/

◼ 潜在的な自然災害発生を知るには、土地の成り立ちを知ることが重要

地盤が軟弱で、液状化の
リスクが大きい。沿岸部
では高潮・津波に注意。

大雨により多量の水分が
土中に含まれたり、地震
で揺れたりすることで、
土地が滑って土砂災害の
リスクがある。

河川の氾濫に注意。地盤
は海岸に近いほど軟弱。
液状化のリスクがある。

平潟湾



金沢区の地形（人工地形）

埋立地

盛土地

切土地

◼ 潜在的な自然災害発生を知るには、土地の成り立ちを知ることが重要

周囲より高く盛土した土
地や、水部に土砂を投入
して陸地にしたり、谷を
埋め立てて造成した土地。
強い地震時や低地では液
状化のリスク
海や湖沼･河川を埋め立て
た場所では特に注意

山地、台地の縁などの斜
面を切取りにより造成し
た土地
地盤は一般的に良好

【出典】国土地理院地図
https://maps.gsi.go.jp/



液状化ハザードマップ

液状化危険度の高い場所

概ね、旧水部、埋立地・
盛土地の領域



金沢区の土地利用の変遷

1961年ー1969年

1974年ー1978年

1979年ー1983年

海岸線

旧海岸線

旧海岸線

◼ １９６８年（昭和４３年）７月、横浜市六大事業の一環と
して金沢地先埋立事業実施を正式決定

◼ １９７１年より順次、埋立事業開始

◼ 埋立部では標高が低く
（標高2～4m前後）、
津波・高潮襲来、液状
化のリスクが高い



津波ハザードマップ
◼ ハザードマップは、あくまで１つの想定を示しているに過ぎない。
◼ 次の災害は、想定より大きいかもしれないし、小さいかもしれない。
◼ ハザードマップの情報は重要だが、鵜呑みにせず、参考程度に留める。
◼ 自宅と避難施設、浸水想定区域との位置関係を把握しておく。



2019年9月の台風15号による福浦・幸浦地区の高潮被害について

◼ ２０１９年９月の台風１５号は、中心気圧
960hPaで日本列島に上陸。9日3時前後に金
沢区付近を通過。

◼ 福浦・幸浦地区の400社を超える企業に甚大
な建築物・機械設備の被害があった。

◼ 今回の産業団地の企業様の被害から得られる
教訓や課題を整理し、教訓を後世に引き継い
でいくことを目的の一つとして、福浦・幸浦
地区の企業568社に高潮被害に関するアン
ケート調査実施

◼ 調査項目：企業情報、浸水深、操業停止日数、
操業水準の変化、台風前後の具体的な水害対
策 …etc.



（回答の一例）台風襲来前後の水害対策

【被災前の対策】
排水溝の清掃、建物を嵩上げして建築、吸水シートの準備、コン
クリートブロックで防潮壁、車両の高所への移動、サーバや電子
機器類の高所への設置

【被災後の対策】
防潮壁の設置、BCPの見直し、吸水シート・養生テープ・ブルー
シート・水嚢の準備、配電盤・機械設備・新設機器などの嵩上げ、
事務所新築に伴い１階部分を駐車場に、損害保険契約の見直し

現在、アンケートで得られた被災情報を詳細解析中…



コミュニティFMに期待すること（防災・減災の観点から）

※広域災害の場合、災害発生直前・発生後の、コミュニティFMでの情報提供可能な人員は限定される。

平
時

◼ 自然災害に関わる基礎知識、災害への備えについての情報提供

災
害
発
生
直
前

◼ 台風や大雨、河川氾濫などの災害は、災害発生前（数日前）から、
かなりの精度で想定が可能。気象庁などから配信されるリアルタイ
ムの防災情報を、金沢区に特化して、分かり易く提供。

→リアルタイム防災情報を読み解いて解説できる人員が必要？
◼ 地震や津波は、発生直前の情報提供は難しい。ただし、金沢区の場

合、津波は、地震発生から少し時間経過して襲来する可能性もあり、
その間の避難の呼びかけは重要

災
害
発
生
後

◼ 行政の災害への対応状況、二次災害への注意（余震や津波の情報な
ど）呼びかけ、区民の安否情報、ライフライン（電気・水道・道
路）の状況などに関する情報提供。


